


社会の現状と向かおうとしている未来に、理容業界の「今と次」を重ねて理解しよう。私たち
の進むべき方向は、そして社会の流れの中で生き残っていけるのか。消費者の心理の移り変わ
りが感じ取れたらなら、サロン経営や接客のヒントになるはず！ 

トレンドは衣.食.住.
遊.政治.経済.文化.
すべての共通要素。
そこから分析される
「時代の気分」に
合ったものを提案し
ていったほうが、消
費者や社会に受け入
れやすい。 

コモディティー
化が進むと、消
費者はさらなる
「差別化」「差異
性」を求める傾
向にあると言わ
れている。 

「モノ消費」から「コト消費」へ 
どんなものなのか？よりもそれ
を通してどんな「コト」をしてくれ
るのか？一方、生活コストを下
げる為に「どれだけお得か」を
求める消費動向も見逃せない
ポイントとなりそう。 

モノを購入する際に「自分
にとって必要か否か」を重
要視し、本当に欲しいもの
へお金をかける。メンズ
マーケットにおいても「価
値消費」が期待できる大
人世代である。 



トレンドとはあくまで「予測」であり、リアルトレンドは「結果」といえる。トレンドは
直ぐに生まれるものではない。リアルトレンドを理解することは「今」を理解すること。
それが未来の予測に繋がる 

マッシュベースにレ
イヤーを入れて動き
と軽さを。アクセン
トのハネ感は、ゆる
めなカールでやわら
かい表情に。深いと
ころから空気感を持
たせたスタイリング
で質感はドライに。
フロントは重さの中
にも空気感を。 

年齢問わず絶大な人気の
ショートスタイル。７：３ス
タイルから、徐々にスポー
ティーアクティブな雰囲気に。
ラフな動きがポイント。個性
を主張し過ぎず渋さを加えた
大人へ、「定番」への目覚め。 

カジュアルなファッションシ
ルエットを活かすスタイル。
アレンジのしやすいミディア
ム・ロングはやわらかい動き
のパーマや「透け感」がポイ
ント。顔まわりは、個々に似
合わせながら、ナチュラルな
空気感を出して。 

昨シーズンから続くノー
ムコア（究極の普通とい
う意味）着飾らず、あり
のままの自分を表現した
いという願望。リラック
スな雰囲気。シンプルを
着まわすゆえに、ヘアー
で品を。都会的なＡライ
ンで、大人っぽさも演出。 



世界のファッションショーは最も早くトレンドアイテムが発表される場所であり、世界
のファッショントレンドの流れが作られるところ。しかし、その背景には「世界経済」
の影響が関与している。 

着心地が良くて、無理のないも
の。ハイファッションブランドで着
飾ることよりも、動きやすさや着
やすさという「機能性」が求めら
れる。高額消費をためらい、ヘル
シーなライフスタイルをおくりたい
という気分。ゆったりとしていて
スポーティー。 

「エフォートレス」は今期キーワード
になりそう。不安定な社会情勢から
リラックス感や楽しくいたいという空
気を求める動きが感じられる。今や
世界情勢や、様々な情報はメディア
の普及により、ほぼ時差がなく知る
ことができる。家にいながらにしても
スマポで調べられ、普段の生活の
中で構えることなく、くつろぎながら
やれることが増えてきた背景もある。 

ボーダーレス（ノージェン
ダー）男女でお金を出し
合い長く使え共有できる
物を購入する人が増えて
いる。良いものはシェア！
それは性別の垣根をも超
える。高価なものでも二
人で買うのは賢い買い
方！という消費者動向に
注目。また、「男らしさ」が
強く感じられた前期までと
比べ、男女の境目が曖昧
になってきている今期、社
会や時代の変動も感じる。 



８つのトレンドがどんな雰囲気なのかを知り、流行ったものや、これからきそうなものの
キーワードを照らし合わせてみると、それがどのポジションかが解り、世の中の好みや、
先の流行を読み解くカギとなる。「こんな気分でいたい」という願望が表されている。 

世の中の動き・気分・香りは一定
の法則により動いている。そのス
ピードは早かったり遅かったり、
停滞したり様々。コンテストにお
いてもスタイルデザイン考える上
で重要なヒントとなる。 

前期ＮＥＸＴ４のトレンドポジション
と比べて、おおきな動きは見られ
ないが、ファッションも社会経済も
面白く変化する兆しがある。 

素朴で飾り気がないというイ
メージの反面、東洋的でエキゾ
ティックな表情や、民族や宗教
などの影響から天然素材を用
い、自然界の色を配した装飾
性を併せ持っているトレンド。
そして、キリスト教圏外のあら
ゆる国や地域のテイストもこの
トレンドに含まれる。 

スポーティーで活動的、カラフ
ルで躍動感あるトレンド。ヴィ
ビットな色使いのシンプルで機
能的なアイテムが中心。明るく
元気でさわやかな、アメリカン
の象徴ともいえる。 

自然界の中で自由かつ力強い
生活力を象徴するトレンド。天
然素材を用いたシンプルで機
能的なアイテムが中心で、飾り
気が無く、自由奔放で型にこだ
わらないのが特徴。そして、デ
ニムやコーデュロイといった
様々な風合いのコットン素材に、
原色を除いたグレイッシュカ
ラーが中心。 

自立心に伴う強烈な自己主張
と反抗心が根底にあるトレンド。 
女性のパンツルックやテーラー
ドスーツにネクタイといった自
立心旺盛な女性のイメージに
加えて、若い男性の髭やアク
ティブな大人のダンディズムと
いった「男」を強烈に主張するト
レンドでもある。 



こんなムードでありたい、こんな自分を表現したい、という人の内面的な「願望」がファッショ
ンには反映される。社会の動きに対して消費者の気持ちが表れていると言える。 

 

ファッションとヘアーに
は関係があり、その予
測から感じ取る「性質」
が大切になる。どちら
のヘアーのキーワード
もしっかりチェック！ 

このカラーパレットは「消費者に
好まれるであろう色やトーン」が
選定されている。単にヘアカラー
の流行予測ではなく、様々な分
野で活用できるカラー予測と
なってる。「時代の空気を表した
色」と捉えるとよい。 

昨シーズンから続く「ノームコア（究極
の普通）」とは正反対の様相。着飾ら
ず、ありのままの自分を表現するノー
ムコアもいいけど、ちょっと物足りなく
なってきた。その反動からきていると
考えられる。柄も派手なものを組み
合わせるなど一歩間違えると悪趣味。
かなり個性的なファッションといえる。 



昨シーズンから続く７０年代ムードは引き続けな
がらリラックス＆ナチュラルな雰囲気が漂う。洋
服も小物もどこか個性的だけど、エフォートレス
で遊び心と優しい雰囲気が感じられる。昨シー
ズンと異なるのは「装飾」が加えてあること。ヘ
アーもシンプルだけどどこかに「エッジ」が加えて
ある。ポイントは「抜け感」 

ＮＥＸＴ５ではホワイト
やブラック、アクセント
としてレッドやブルー・
グリーンなどが注目。
やわらかいやさしい
色、ボーダーレスを意
識した色など。 

情報に出てくるデザインに確
定するものでなく、あくまで傾
向で捉える事が必要。ファッ
ションのフォルムや素材を感
じ取り、デザインに直結させ
て考える。 


